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トランプ政権を理解するのに役立つ
10のフレーミング＆

シリコンバレーからの複数の視座
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カーネギー国際平和財団
アメリカ最古の独立シンクタンク（中立）

• 「鉄鋼王」アンドリュー・カーネギーが1910年に世界平
和を目指して設立

• 世界のリーダー（政界、財界、社会）にグローバルで
戦略的な独立した視点から知見を提供

• 拠点は世界7ヵ国：ワシントンDC、デリー、ブリュッセ
ル、ベイルート、モスクワ（ベルリンに再構築）、北京
＆シンガポール

• 20カ国に180人以上の研究者・オピニオンリーダー

• 2021年、シリコンバレーにカリフォルニア拠点を設立
テクノロジーを基軸にして展開Washington DC Stanford, CA



日本プログラムの活動、三本の柱

1. 【世界向け】に Innovative Japan, Global Japanをテーマに日本のプレゼン
スを高めて新しいストーリーを作る（英語発信）

2. 【日本国内向け】にDXや新しい未来ビジョン作り、政策インプットを進める。
スタートアップエコシステムを支援する。アメリカの分析、世界の現状を伝
える。（日本語発信）

3. 【シリコンバレーと日本をつなげる活動】を通して日本企業、シリコンバレー
の双方の価値作りを促すJapan-Silicon Valley Innovation Initiative (J-SV)
を展開。企業協賛プログラムで毎月のDeep Dive勉強会（Zoom)など。

3.新生Japan Programについて



本日の話 (Today’s Topics)
• でも政治経済の力学

• 大転換機の時代、いきなり大原則

• フレーミングとリフレーミングの重要性

• なぜトランプ政権になったのか、１０のフレーミング

• トランプ政権を理解するのに

役立つ１０のフレーミング

• シリコンバレーへの追い風と逆風

• 最近はもっとこんな感じです



• AI革命を理解するのに役立つ

• AIで何ができるか、だけではなく、誰がどんなデータを使って何
をするのか？

• ここには業界の構造、競争の力学（例えば誰がどんなプラットフ
ォーマーになるのか）、そして規制、国政政治（Open AIがトラン
プと一緒に中東へ訪問して巨大データセンター建築のディール）

• つまり、AI革命はAI技術以外の力学によって進む

• アメリカの方向性、振り回される世界。アメリカの理解も必要

大原則：技術革命はコアの技術以外の大転換が重要



•戦争で技術が飛躍的に伸びる

•ここには業界の構造、競争の力学（例えば誰がどんなプラッ
トフォーマーになるのか）、そして規制、国政政治（Open AI
がトランプと一緒に中東へ訪問して巨大データセンター建築
のディール）

•つまり、AI革命はAI技術以外の力学によって進む

大原則：技術革命はコアの技術以外の大転換が重要



まずはまだあまり日本に伝わっていないアメリカ情勢



民主主義を研究する学者はトランプ政権のどこを見て
いるのか？

• How Democracy DiesやTyranny of the Minority著者のハーバード大学
政治学者は世界中の民主主義から独裁国家などに転落した歴史上の
世界中の国を分析

• 最も簡単な着眼点は「政権やリーダーに反対することのコストがどこまで高くな
るのか？」

• 「反対するコストが高すぎて誰も反対できなくなるタイミングが民主主義の終わり
と言っても過言ではない」

• 多くの近代の民主主義からの転落は、起こった瞬間は気付かない人が圧倒的
に多く、気付いた時にはもう反対できなくなっている状況となっている



日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢

1. 上院議員が床に押し倒されて手錠
2. 裁判官が逮捕
3. 覆面ICEエージェントがID提示無しで不法移民を捕まえて強制送還、

合法留学生を拘置所へ連行、米国民も間違えて海外へ連行、出身地
とは関係なところに送られる人達はなんとアフリカまで （違法）

4. 政府機関を強引に掌握、 （違法）
5. 大手弁護士事務所に無償で１ビリオンドル分の仕事を要請
6. 大学への揺さぶりで折れたコロンビア大学はそれでも予算凍結

7. 国防省のサイバーセキュリティー・チームを解体、選挙をサイバー攻撃
から守るチームも解体
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日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢

2. 裁判官が逮捕、裁判所で不法移民をかくまったとして
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日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢
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日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢

3.  アメリカ国籍の普通の人（でも有色人種）の人が突然ICEに止められて
手錠をかけられる事態も多発



日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢
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日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢

7. 国防省のサイバーセキュリティー・チームを解体、選挙をサイバー攻撃
から守るチームも解体



日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢

しかし、グッドニュースも
• トランプ政権とICEの不法移民取り締まりへの反発と、ロスでの抗議に

対する過激なレスポンスに対するデモは５０州全てで行われた（軍事パ
レードの裏）

• ほぼ全て無事に行われた



日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢



日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢
裁判所は187の判決で大統領令や行動の数々を違法と断定。
しかし、裁判官の家族に脅迫も。



日本にはまだあまり伝わっていないアメリカ情勢

• ミネソタの民主党トップの州上議員議員が警官なりすましの男によって
射殺。別の議員も打たれたが一命を取り留めた。

• 州知事は政治目的と断言し、トランプ支持者だったことには触れていな
いが、共和党議員は「極左の仕業だ」と発言して分断を深めた



フレーミング（思考モデル）と
「リフレーミング」の重要性

津波のように押し寄せる情報をどう整理
すれば良いのか

（イノベーション活動にも重要）

27



フレーム（思考モデル）とは (Framing)

• フレーミングは人間が物事を理解するのに使う

思考モデル

１）何が大事で何が大事ではないのか、というフィルター

２）因果関係の理解

• 脳研究や心理学、臨床心理学や社会心理学で「フレーム」の

重要性への理解が高まっている



複数のフレーミングの必要性

• トランプ政権への対応には、複数のフレーミングを同時に理解
しながら、それらが矛盾することがあることも踏まえて仮説を
立てる必要がある

• 仮説を立てるときにフレーミングも入れておかないとこちらの
議論がややこしくなって無駄な時間が取られ、戦略も質が落ち
る

日本企業に役立つ



トランプ政権、早速の揺さぶりは想定内。
日本企業としてはオポチューニティーを探すフェーズへ

• 事実関係を次々と述べてもフレーミングが無いとオーバーフローす
る

• 同じ事実でも、フレーミングによって解釈は異なる

• これまでのフレーミングは何だったか？複数の新しいフレーミング
を用いる必要がある

• フレーミングを明確化した状態で仮説を立てて行くことが重要（暗
黙知の共通認識としてのフレーミングだと、間違えた時に一気に粉
砕される）

• どこにチャンスがあるのかを見て行くことが重要



そもそもトランプ政権を産んだ
アメリカの10のフレーミング



そもそもトランプ政権を産んだアメリカの10のフレーミング

1. 直接的には、「投票しなかった人の増加」がトランプ勝利につながった
2. 感情は怒り

3. そもそも複数の「国」とも言える大きく異なる文化圏が合衆国設立時か
らずっと勢力争い

4. 分断：「強いリーダー像」とは
5. Identity fusionの力学
6. 複数の価値観のパッケージの分断、両側が「本当のアメリカ」と確信
7. 田舎 vs 都会：Resentment(憤り、妬み、恨み） 

8. 低所得層直撃の「割り込み」というストーリーと失われた誇り
9. カーストというフレーミング
10.景気が良い時はリスクを取りたいから共和党、という逆説的な力学
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1. 「投票しなかった人の増加」がトランプ勝利につながった

今回の大統領選、「投票しなかった人」が大幅に増えた

2024 38% DID NOT VOTE 31.6% TRUMP 30.6% HARRIS
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2. 感情は怒り
民主党支持者：
• Hopeful (23→37)

• Scared (20→15)

• Depressed 

(13→9)



2. 感情は怒り
共和党支持者：
• Angry (47→42)

• Scared (20→22)
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3. そもそもアメリカは複数の国、というフレーミング

• 大きく異なる文化、社会、経済構造、政治的プレファレンス
• 合衆国設立前から勢力争い



2004

2008

2012

2016

2020

2024

3. リフレーミング：アメリカは複数の文化圏の勢力争い



• その由来は合衆国設立の経緯、「異なる社会のコピー＆貼り付け」
• 独立した合衆国が北アメリカ大陸を拡大していった経緯
• アメリカは最初からこの複数の「国」の勢力争いを抱えて今日に至る
• 詳しくは過去のコラム参照 https://cigs.canon/article/20200701_6524.html

3. リフレーミング：アメリカは複数の文化圏の勢力争い

https://cigs.canon/article/20200701_6524.html


• つまり、「アメリカは変わった」というのは、「どちらが勢力争いに
勝ったのか」、という争いの結果

• 移民が嫌いな人たちがずっといた
• 白人至上主義で、オバマ大統領、DEIなどが心の底から許せない人た
ちもいた

• 「政権を取る」ということが
日本とは大きく異なる

• 例えば、次の選挙で自民党が
負けたら日米同盟を破棄し、
米問題は切り捨て、
高齢者の保険負担を何倍にも上げ、
高校無償化や育休制度を取りやめ、
政権批判に対しては税務チェックを
厳しくするなどの威嚇。。。

3. リフレーミング：アメリカは複数の文化圏の勢力争い
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4. フレーミング：強いリーダー像と親

George Lakoff (Berkeley):

Strict Father Model （共和党、田舎）
• 褒美と罰、厳しい規律
• 厳しい親の方が子供は自立、独立
• 強い父親像

逆はNurturant Parent (養育型の親）
• 子供には地に張った根っこと飛ぶための羽を
提供

• 親の見守りのもとで個人の自由と能力を伸ば
す

• 子供が大きな間違いを起こさないよう守り、
ガイダンスをする

公立の学校で体罰が合法な州（青以外）



強いリーダーとは「男らしさ」
• 絶対に引き下がらない、謝らない
• 褒美と罰
• 「アメリカンマッチョ」のイメージ
• 男尊女卑にも繋がり、力関係を明確に
• 独裁者やファシストはこのパターン
• タフでバイオレンスを好む言動

4. フレーミング：強いリーダー像と親



強いリーダーは「思いやり」「共感力」
• 個人だけではなくてチーム
• 意見を変えることは「弱さ」ではない
• 共感力は「貧弱」ではない
• 自分の功績だけではなくチームも尊重
• 自らの痛みから強さを見出す

4. フレーミング：強いリーダー像と親



「男性観」が他の要因（支持政党、収入、教育、政策プレファレンス）に比
べて最も支持する大統領候補に影響するという研究
（2000人を対象で、高度な仮説レベル）

4. フレーミング：強いリーダー像と親、＋「男性観」



そもそもトランプ政権を産んだアメリカの10のフレーミング

1. 直接的には、「投票しなかった人の増加」がトランプ勝利につながった
2. 感情は怒り

3. そもそも複数の「国」とも言える大きく異なる文化圏が合衆国設立時か
らずっと勢力争い

4. 分断：「強いリーダー像」とは
5. Identity fusionの力学
6. 複数の価値観のパッケージの分断、両側が「本当のアメリカ」と確信
7. 田舎 vs 都会：Resentment(憤り、妬み、恨み） 

8. 低所得層直撃の「割り込み」というストーリーと失われた誇り
9. カーストというフレーミング
10.景気が良い時はリスクを取りたいから共和党、という逆説的な力学



• 簡単にいうと、私＝アメリカ、トランプ＝アメリカ、

• したかって私＝トランプ、ということでトランプがアメリカ人としての私の
Identityに入ってしまう

• 自分を否定してしまうのでトランプを否定できない

5. Identity Fusionの力学



そもそもトランプ政権を産んだアメリカの10のフレーミング

1. 直接的には、「投票しなかった人の増加」がトランプ勝利につながった
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6. 複数の価値観のパッケージの分断、両側が「本当のアメリカ」と確信
7. 田舎 vs 都会：Resentment(憤り、妬み、恨み） 

8. 低所得層直撃の「割り込み」というストーリーと失われた誇り
9. カーストというフレーミング
10.景気が良い時はリスクを取りたいから共和党、という逆説的な力学



6. 複数の価値観のパッケージの分断、
 両側が自身の「本当のアメリカ」と確信

• 最もわかりやすいのがTexas vs California

• アメリカ＃１と＃２の経済、人口のこの二つの州

はほぼ真逆の政治思想と制度設計に走っている

• どんなフレームで理解するべきなのか？

• どちらもアメリカの未来をどんなものにするべき

か、という勢力争いを繰り広げている。



一つの国の中にここまで異なるフレーム

• テキサス：保守

• 小さい政府

• 低税率

• できるだけ規制緩和

• 労働コストを抑える

• 可能な限り天然資源を開発

• 社会的に「保守」な価値観（注：日本の「保守」とこの場合の「保

守」はかなり異なる。例えば、健康保険を政府が提供するのは社

会主義として反対。低所得への分配も反対。人工妊娠中絶は反

対。LGBTも反対。



一つの国の中にここまで異なるフレーム

• カリフォルニア：リベラル

• 税率は高くて再分配重視

• 医療保険は全員に

• 賃金を上げる政策や労働組合

をサポート

• 移民に寛容

• 環境は保護すべき

• 社会的にはインクルーシブを目指してLGBTQ+をサポート、人工

妊娠中絶は個人（母親）の人権



そもそもトランプ政権を産んだアメリカの10のフレーミング
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7. そもそもの分断、都会と地方（田舎）

• Ruralエリアでは共和党支持の急増



7. 経済格差は都会と田舎の分断

• 経済格差のみよりも都会と田舎のフレーミングの違いが大事



7. リフレーミング：アメリカは人口密度が極端に低いところが多い

• おさらい：数多くの人口が少ない州で共和党がギリギリ勝ったことで圧勝
となった2016年のトランプ勝利

• 共和党の支持基盤は人口が少ない州。
• そもそもアメリカは人口密度が低いところが多い



7. リフレーミング：2024年、都市部と田舎の大きな違い（共和党勝
利のスイングステートでも）

Wisconsin

Michigan
Pennsylvania

North Carolina



7. リフレーミング：憤り（恨み、妬み）の政治

• Rural consciousness (地方の意識）という価値観のセットがある
• 都会との対比で、都会はものすごくハードワークをしている我々の

リソースを巻き上げ、自分達に使っている
• そもそも我々の話も聞かないし、苦労も知ろうとしない
• 我々のような本当のハードワークも知らない
• 政府職員はeasy life、例え地方の公務員であっても同じ
• 富の分配に反対：吸い上げられるだけで我々に回ってこないから

• 例えば学校での無料給食：我々は頑張って働いてランチ代を
稼いでいるのに、なぜ我々から税金を巻き上げて、働かない
都会の人の給食をあげるんだ

• そもそも我々の学校は予算が回ってこないのは都会にまわし
ているからだろう



7. リフレーミング：憤り（恨み、妬み）の政治

• そのまま生活していて悪くなる一方
• 賃金は下がる
• 農産物などの値段が下がる
• 燃料コストが上がる、家賃が上がる
• やっと手に入れたマイホームや、資金難になって銀行に勧められ

た家を担保にしたローンはいきなり金利が急上昇（リーマンショッ
ク時）

• 家を取り押さえられ、破産と借金地獄
• しかし、ウォール街のCEOたちに誰も逮捕されず、我々を餌にして

さらに富を築いた
• そもそも都会の価値観で抑圧されている
• それでも文句を言わずに頑張っているのに東と西のエリートたち

は我々を小馬鹿にしてリソースを巻き上げるだけ
• 「アメリカを再び取り戻す」というフレーミングこそ良くしてくれる救

世主のスローガン



• 2024年までGoogle Street Viewが来てい
なかった櫛田の母親の実家付近
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10.景気が良い時はリスクを取りたいから共和党、という逆説的な力学



8. フレーミング：耐えて列に並べばアメリカンドリーム

• 著者はLouisiana州の低所得エリアに5年ほど滞在、イン

サイダー感覚と現地の人たちの世界観、Deep Storyを吸

収

• アメリカで最も低所得なエリア

• 旧来の共和党から極右のTea Partyが飛躍し、トランプ

の支持基盤となった



8. Deep Story:耐えて列に並んでいればアメリカンドリーム

列に並んで待っている

• 劣悪な環境汚染

• 体に負担がかかる工場のハードワークや汚染物で体を壊す職場

• 教育を得てない白人社会の労働者やホワイトカラーの従業員た
ちが一緒に30年ほど耐えて仕事をしている

• アメリカンドリームは丘の向こう：耐えて働けばいずれ報われる

o前の世代よりは確実に生活は前進するはず

oじっくり耐えて列を作って待っている



8. フレーミング：割り込み

• 列の後ろには：有色人種、貧困層、若者、お年寄り、教育を受けていない人

• 自分は「ハードワーク」をすれば報われると信じ、長時間労働、リスト
ラ、年金額の低下、職場での汚染物にさらされても文句を言わない

• しかし、列はほとんど動かない。アメリカンドリームはさらに先

• フラストレーションが溜まる

• しかし、そこで列の割り込みをする人が続出
• 有色人種はaffirmative actionなどで大学へ優遇
• 小役人
• 移民、
• 不法移民
• 難民

• しかも環境団体が騒ぐので工場が作れず、その理由がペリカンの保護なの
で動物まで



8. フレーミング：割り込ませているのは政府

• 自分はルールを守ってずっと耐えながら待っていたのに

• 彼らが割り込むので、体感は自分が後ろに後退

• これは誰のせいなのか？

• 政府のせいだ！政府が割り込みを促している！

• Fox Newsがこのフラストレーションを言語化してくれる

• Barak Hussein Obamaが大統領？この人も割り込み組じゃない
のか？(そもそもアメリカ人なのか？）

• Not our president「我々の大統領じゃない」（つまり、我々を代表
する人じゃないし、我々のために働くとは思えない）



8. フレーミング: 失われた誇り（プライド）



• Strangers in their own landの著者が、今度はケンタッキー東部（

アパラチア山脈の低所得エリア）で現地の人たちの世界観、

Deep Storyを抽出

• 昔は民主党支持もあったが、現在は強固なランプ支持

• 炭鉱のエリアだったが、脱石炭で経済的に大打撃を受けた地域

8. フレーミング: 失われた誇り（プライド）



• ハードワークから得られる存在意義とプライド（誇り）
• 特に炭鉱は危険を伴い、ノウハウも重要
• 家族を養うという義務と、養えるというプライド
• 社会的にも非常に意義があり、「アメリカのエネルギーは我々が作ってい
る」という自負

• しかし、給料が下がり、職が消えたら生活が苦しくなる
• そこで家族が養えなくなり、多くの場合は家庭崩壊
• そこからアルコール中毒や麻薬中毒になる「絶望系」の問題

8. フレーミング: 失われた誇り（プライド）



• プライドがなくなると絶望となり、Shame（恥）
となる

• しかも白人だと誰も構ってくれないだけではなく、貧困層の白
人はアメリカの都会や他の地域からバカにされる

• 失われたプライドとShame。ここにトランプが付け込む。
• 失ったのは、奪われたからである。Stolen

• 我々のプライドは奪われている。奪っているのは誰か？政府だ！民
主党だ！不法移民だ！

• 前回の選挙後の「Stop the Steal」は目的が動詞のStealであり、何が
奪われているのかが定かではないのは全てをカバーできるから

8. フレーミング: 失われた誇り（プライド）



• 列に並んでいるが、割り込みが多くて自分は後退の感覚
• 割り込みをさせているのがBully（弾圧者）の政府、CNN、都会

• しかし、そこで自分を弾圧している人よりも強い守護者が現れ
る

• 人格的には問題を抱えている守護者で、相手をBully（弾圧、攻
撃）するキャラだが、自分を守ってくれる

• それがトランプ

• それまでは社会では言ってはいけないとされるタブーを平気で
壊し、やってはいけないということを平気やる

• それまでの勢力は「やめてくれー」と叫ぶが、止められない

• 我々を弾圧してきた人たちを困らせる味方の弾圧者（守ってく
れる方）は痛快で、プライドを取り戻してくれる

8. フレーミング: 失われた誇り（プライド）



• しかも上乗せして宗教色：キリスト教福音派
• 特にイエスを救世主というフレームで捉える場合
• あるいは神からのメッセンジャーは問題多き人物でとても不完全な人間だ
というフレームにも当てはまる

• 何があってもShameがなく、プライドに変えて
しまう救世主

8. フレーミング: ＋ 宗教色、キリスト教福音派



そもそもトランプ政権を産んだアメリカの10のフレーミング
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10.景気が良い時はリスクを取りたいから共和党、という逆説的な力学



9. フレーミング：カースト

• アメリカの歴史上、人種差別は実は深い
カーストというフレーミングを用いると
分かりやすいという主張

• カーストのコンポーネント：
• ヒエラルキー（神による）
• 親から受け継がれるので変えられない
• カースト越しの関係をもってはいけない
• 上のカーストはピュアで汚れてはいけない
• 職種のヒエラルキー
• インクルージョン（内）とエクスクルージョン（外）
• 純潔度合い（Purity)



カーストのフレーミングを応用：
• 白人男性が一番上で有色人種の女性はもっとも下
• これをひっくり返すのは政策プレファレンスの
話ではなく、「世界のあるべき姿」に逆行

• 単純な「男尊女卑」よりも深い

• キャリアウーマンで子供がいない有色人種の女性がボス、それど
ころか大統領というリーダーになるなんて不可能

• トランプと共和党支持者がハリスを「頭が悪い」「怠け者」と批
判するのはこのフレーミングにドンピシャハマる。（本当に頭が
悪いと言っているのではなく、頭が良くてはカーストに反するか
ら悪くなくてはいけないということ）

9. フレーミング：カースト



• では投票しなかった人は次の仮説が考えられる：

• バイデンには投票できても、カーストのフレーミングでハリス
にはできない（女性、マイノリティーの立ち位置の「あるべき
姿」に反する）

• しかし、だからと言ってトランプに投票するわけでもない
• したがって、投票しない

9. フレーミング：カースト
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そもそもトランプ政権を産んだアメリカの10のフレーミング

10. 景気が良い時はリスクを取りたいから共和党、という逆説的な力学



トランプ政権を理解するのに役立つ
１０のフレーミング



トランプ政権を理解するのに役立つ10のフレーミング

1. 通常なら弱い僅差の勝利を圧勝に変えるための統制が強い
(マスク資金と今後）

2. トランプ式交渉術：相手に自分の次の一手を読ませないことが「力」、そ
して揺さぶりの幅が通常の政治リーダーより格段に広い

3. トランプは何が欲しいのか、イシューによって異なる
4. 大きな矛盾を抱えられる
5. 実利が小さくても、勝利宣言ができるパフォーマンスで良い場合が多い
6. 関税で世界をアメリカの利に変える構想
7. 「最高指導者」として三権分立（+憲法）の上に立つ、特に司法
8. 本気のメディア統制と言論の自由の抑制
9. トランプ政権の中核にいるオボチュニストとイデオローグの協調と闘争
10.連邦政府vs州の戦いが加熱



フレーム①：通常なら弱い僅差の勝利を圧勝に変える
ための統制が強い

• 投票者数1.6%の差で選挙人投票数16%の差

• 国民の23％、有権者の約３１％の票でトランプ勝利
（アメリカの選挙制度について、詳しくはCIGSコラムを参照）

• 下院議会では218 vs 213、しかも4席空席
• （Walz(R), Rubio (R)は内閣入り, Turner (D), Grijalva (D)は3月５に、13日

に亡くなった (あまりにも色々なことが起きすぎていて報道されず）
• 通常は党内の統制を取るのが難しい僅差



共和党に対する統制の取り方

• イーロン・マスクが共和党議員を選挙相手への資金提供で脅す
• Peter ThielがJD Vanceのオハイオ州上院議員選挙戦に15ミリオン注入
で勝利。成功体験。



献金による揺さぶりによる統制を可能とした
最高裁判決

• そもそも政治献金を実質的に上限無限にした最高裁判所判決
• 2010年の Citizens United v. Federal Election Commission

• SuperPACという資金上限無限の献金団体、しかも匿名献金
も可能となった。

• 外部資金提供者の提供額が2006年は５millionから2024年は
１billion以上に。(約200倍）



• 緊急事態を宣言して様々な大統領権限を発動させる根拠としている

• 例えば広範囲の関税もアメリカが攻撃を受けているときに発令できるものを
、想定外に関税に当てはめている

• 法廷はこれを違法という採決。いずれ最高裁へ？

• 数多くの大統領令は違法だが、この「緊急事態を宣言して緊急事態用の権力
を得る」というのは独裁国家に落ちた民主主義国家ではお約束のパターン

フレーム①：通常なら弱い僅差の勝利を圧勝に変える
ための統制が強い



フレーム②：トランプの交渉術と揺さぶり幅

• 相手に自分の次の一手を読ませないことが「力」である、
というフレーム

• 交渉相手に自分の立ち位置を明らかにさせない方が得策
• なので、まずは揺さぶる

• そして揺さぶりの幅はこれまでの常識や通常の政治ロジックを無視
• 例えば、「そんなことをしたら支持者が経済ダメージを食らう」という
通常の政治フレーミングには囚われない

• 「そんなことをしたら支持者たちの生活が悪くなって、中間選挙は負け
る」という想像も超える

• 味方の同盟国から揺さぶる
• 世界のメディアの前で支援してきた国のトップを怒鳴りつける
• 政府中核を完全に違法で、どう考えてもすぐに訴訟となるような大規模
解雇、予算カットで揺さぶるマスクのDOGE活動を賞賛（でも限度）

日本企業に役立つ



フレーム③： トランプは何が欲しいのか、イシューによ
って異なる

• ではトランプは何が欲しいのか、ということを理解するのがイッシューによ
って異なる
• 「アメリカファースト」ではなくて「トランプファースト」
• 本当に資金が欲しい場合（トランプ一族、暗号資産も）
• 名誉が欲しい場合 （ノーベル平和賞）
• 自分の力を見せつける（世界はトランプに揺さぶられ、トランプ次第）
• 復讐や報復（あらゆる方面に恨みを持っている。4千も訴訟されている）
• 勝利宣言できること（支持者からヒーロー扱いをされ、Fox Newsで褒め
称えられること）

• 株価をKPIとする習性があったが、簡単な数字が好き（貿易赤字など）

• ブレないスタンス：ロシアのプーチンの利に沿うスタンス

日本企業に役立つ



フレーム④：複数の大きな矛盾を抱えられる

日本企業に役立つ

• トランプ式のリーダーシップは、複数の矛盾を抱えてもなぜか大丈夫

• 理由は様々だが、トランプを理解するにあたって「それは矛盾する」という
指摘は、「だからそれはやらない」ということにはつながらない

• 支持者の多くも矛盾を抱えられる
• 例えばUS Steel買収は180度反転
• 株価や経済指数が悪くなっても大丈夫
• 関税は支持層が最も大きなダメージ

• 憲法は聖なるドキュメントと称えるが大統領令で真逆の主張も



フレーム⑤：実利が小さくても、勝利宣言というパフォ
ーマンスで良い場合が多い
• 関税延期後の株価上昇に大喜び「歴史上最高の値上げ」と称賛
• 政府の無駄を訴え、コストカットが急務と言いながら、DOGEでの節約が吹き
飛ぶ大幅な赤字財政拡大の予算をBig Beautiful Billと称賛

• DOGEも実利がまだ当初のマスク予想に比べて大幅に低い
• カリフォルニアの大火災後、貯水池から大量の水の放出を大統領令で命じて勝
利宣言したが、そもそもロサンゼルス・太平洋とは逆方向にしか流れず、内陸
部が溢れたが、勝利宣言。Fox Newsなども称えた

• これがどこまで通用するのかはまだ分からない

日本企業に役立つ



フレーム⑤：実利が小さくても、勝利宣言というパフォ
ーマンスで良い場合が多い



フレーム⑥：関税で世界をアメリカの利に変える構想

• Stephen Miran, トランプ政権のCouncil of 

Economic Advisorsチェア、ハーバード
経済学博士

• 主張：世界はアメリカドルをリザーブ通貨をして保有しているので、ドル
は必要以上に価値が高い

• 関税は通貨価値の変動と連動すればさほどインフレを起こさない形で税収
となる

• アメリカは世界中の国に対して通貨高のハンデを追っている（比較劣位）
が、関税をかければアメリカ国内での経済活動がより活性化される（比較
優位、少なくても劣位ではなくなる。）

• これをトランプの言動のフレーミングに当てはめると、「他国はアメリカ
に対してアンフェアな貿易を進めている。」「カナダはアメリカにただ乗
りしている」「カナダは自立した経済ではない」などが腑に落ちる



フレーム⑦：トランプ大統領は最高指導者

• 大統領とは最高指導者、のトランプのフレーミング

• 実際にはある程度アメリカ合衆国の制度に「遊び」があった、裁量が効く領
域や、「ここまでその力を行使することは想定外」というこれまでのフレー
ミングを打ち破ることで大統領の権力を最大化

• 例えばアメリカの行政政府には日本よりも政治任命のポジションが深い
ところまで届いていた

• そこを極端に深くまで掘り下げ、公務員のカテゴリーを作り、トランプ支持か否
かでパージできる仕組みを構築、実行

• でも三権分立の観点から、中央省庁（行政）は大統領のExecutive Branchに
入るので大統領の下の組織という構造なので、USAIDや教育省の解体は自分
の裁量と解釈。（本当は議会の権限）

• 民間企業社長のフレーミング：無駄なコストと人員を切るのも社長の裁量



フレーム⑦：トランプ大統領は最高指導者

• アメリカの憲法

Power

Balance



フレーム⑦：トランプ大統領は最高指導者

共和党議員：

トランプのおかげで当選した
ので言いなり

最高裁判官を任命、彼を支持
する保守派

（トランプがホワイトハウス
の公式写真に選んだ写真）



トランプ式リーダーシップのフレーミング：
vs司法

• 司法：
• 大統領恩赦というイギリスから引き継いだ制度には壮絶なパワーが秘めら

れていて、フル活用すれば司法の上に立てる
• 実際に連邦政府の実刑判決を無効にできる。
• 1月6日の議会議事堂襲撃事件関与の人たちを全員、約1600人を恩赦。
これには自分も含む

• バイデン前大統領は自分の家族やファウチ博士を守るために事前恩赦とい
うこともやったので、都合の良い前例

• トランプは自分と、自分のファミリーにもかけられる。彼に認められれば、誰
でも恩赦を授けることができる。（例えばイーロン・マスクの政府の人事デー
タベースに自らのチームのハードディスクなどを差し込んだという報道もあり、
これは多分違法だが、恩赦があれば問題ない。）

• 仮説：交渉カードに「大統領事前恩赦」を使う可能性 （大きな寄付金を引き
換えにすでに恩赦を与えている例が多数、と報道）



トランプ式リーダーシップのフレーミング：
vs 最高裁

• 司法：最高裁判所

• 「私が任命した最高裁判官」という言い方もしていて、彼を擁護する人が過半数
• 最高裁判所の判決により、「公務なら大統領のいかなる行為は犯罪と見なされ

ない」という状態で、公務中は無敵。（判決はトランプが1月6日の議会議事堂襲
撃事件を煽ったことが謀反かどうかという裁判）

• その他の法定には自分に従いそうな人を任命

• 元々最高裁判所が政治的な役割を担ってきた力学の延長線

• 最高裁判所の判決は無視すれば良い、というフレーミング
• 裁判所は軍隊も警察も動かせないので無視したらどうなる？
• トランプと周りの人物はたびたびこういう発言を行っている
• 実際には南部が独立宣言をした時にはこの構図だった。



トランプ式リーダーシップのフレーミング：
vs 議会
• 議会、共和党

• 「共和党員は私のおかげで当選」
 （これは間違っていない。トランプ時代以前の共和党員はもうほぼ残ってい

ない）
• 議会が認可した予算の活動を一方的に大統領令で停止（USAIDの廃止
、NIHなども活動凍結）

• 大統領にはこの権限は無く、これから色々な訴訟になる （ここも司法を踏
み絵にできる）

• 共和党議員はこの件ではトランプには立てつかない
• マスクの財布が使えない場合、この力学が今後どうなるか



トランプ式リーダーシップのフレーミング：
vs 憲法

• パフォーマンスなのか本気なのか分からせない憲法への
攻撃

• 憲法には明記されているBirthright Citizenship（出生地主義の国民権）を
あえて大統領令で否定
• 憲法に書いてあろうがなかろうが、大統領が決めることだ、というフ
レーミング

• 多くの共和党支持者は憲法こそが聖なるドキュメントであり、大原則
であるという考え方だが、トランプが大統領令で憲法に明記されてい
ることを否定するとどうなるのか？

• 「憲法に書いてあることが違憲である」という報道官の苦しい矛盾フ
レーミング



フレーム⑧：本気のメディア統制と言論の自由の抑制

• 自らの政権がコントロールする情報環境を作り出す

• 踏み絵：メキシコ湾改名、従わないAP通信はWH、AirForce１からシャットア
ウト

• 政府内の禁句、政府系研究助成金にも禁句キーワード
• 大学を揺さぶる：デモを抑制
• ビザが有効な学生、大学新聞への投稿がイスラエル政策を非難したら国外追放
• グリーンカード保持者のパレスチナ人を超法的措置で逮捕
• NPOを「テロリスト組織」という認定で解体できる制度
• 経済データ（GDP)などを計算する専門者会議を解体



フレーム⑧：本気のメディア統制と言論の自由の抑制

• 大学への揺さぶり
• 弁護士事務所への揺さぶり
• 科学と研究への攻撃：National Institute of Health



フレーム ⑨ ：イデオローグとオポチュニスト

現在のトランプ政権を理解するのに役立つフレーミングその⑨

• イデオローグとオポチュニストで構成されている
• 逆方向に引っ張る時と、同じ方向にアラインメントが取れている時が
ある

• トランプへの忠誠心が主軸の人選なので、中道的な存在はいなく、そ
もそもトランプに反抗する人は極少



• イデオローグの世界観はダークで、ゼロサムな世界での熾烈な戦い
• アメリカは本当に他国によって不当に苦労を強いられ、実際にアンフェアな

条件で自国にダメージを喰らってきて
• これを正すには世界貿易を作り変えなくてはいけない
• 関税は本当にアメリカにとって有益な世界の貿易構造に作り変える
• アメリカは国外にお金をあげている場合ではない
• アメリカは緊急事態なので不法移民らしき人は速攻、国外連行

フレーム ⑨ ：イデオローグとオポチュニスト



• オポチュニスト達とは
• とにかく権力に近づき、権力が欲しい人たち
• 一攫千金型のオポチュニストは前回の政権の方が目立ったが、今回の内閣は

前例がないほどビリオネアたち揃い
• 仮説：彼らはイデオローグとは根本的に異なり、本当に自身の富を全て投げ

打って、身柄を拘束されてでも世直しがしたいわけでは全くない
• 世界を作り変えながら、自分たちの利になるように動いている

フレーム ⑨ ：イデオローグとオポチュニスト



• 第二次トランプ内閣の推定資産
Name Position Previous Role Estimated Net Worth

Elon Musk
Co-Director, Department of 

Government Efficiency
CEO, Tesla & SpaceX ~$400 billion

Vivek Ramaswamy
Co-Director, Department of 

Government Efficiency
Biotech entrepreneur, author ~$1.1 billion

Scott Bessent Secretary of Treasury
Hedge fund manager, Soros 

Fund Management CIO
~$500 million

Howard Lutnick Secretary of Commerce CEO, Cantor Fitzgerald ~$1.5 billion

Linda McMahon Secretary of Education
Co-founder, WWE; former 

SBA Administrator
~$2.5 billion

Doug Burgum Secretary of Interior
Governor of North Dakota; 

software entrepreneur
~$1.1 billion

Kelly Loeffler SBA Administrator
Former U.S. Senator; CEO, 

Bakkt
~$1.1 billion

Jared Isaacman NASA Administrator
CEO, Shift4 Payments; 

spaceflight participant
~$1.7 billion

Stephen Feinberg Deputy Secretary of Defense
Co-founder, Cerberus 

Capital Management
~$5 billion

Robert F. Kennedy Jr.
Secretary of Health and 

Human Services

Environmental attorney, 

activist
~$15 million

フレーム ⑨ ：イデオローグとオポチュニスト



フレーム（10)：連邦政府vs州の戦いが加熱

• カリフォルニアの州兵を大統領統治下に
• しかし、これは違憲という地裁の判決
• この判決を上訴審が停止。カリフォルニアは裁判で戦う姿勢。
• そこへ大統領が海兵隊を派遣
• 大規模「No Kings」のデモ後、不法移民の強制送還を加速すると宣言
• これ以外にも排出規制を根拠として「ガソリン車販売禁止」の制度を

カリフォルニアの裁量では決められないようにと連邦政府からの攻撃
• これも訴訟
• 様々なインフラや鉄道への設備投資資金を凍結

• しかし、カリフォルニアは収めている税金の方が連邦政府からもらう
額っより遥かに多いので、ニューサム知事は戦う姿勢



シリコンバレーへの追い風と向かい風
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シリコンバレーへの追い風と向かい風

1. 部分最適化の世界ではない
2. エコシステム図で見る追い風と向かい風
3. AI周りの規制強化の動きが止まったのでAI開発は加速

1. AI革命のリアル：過大評価と過小評価が同時に、そしてディスラプ
ション

2. AI実装のリアルで変わる価値観、Waymo編、テスラ編
4. 深刻な人手不足と人件費高騰
5. 軍需のリアル
6. 暗号資産周りのチャンスと注意点、どこを見ておくべきなのか
7. テック大手がリストラ、エコシステムへの影響
8. Brain Tech、Health Techなど、深いペインポイントはたくさんあり、チャ

ンスもたくさんある
9. バブル期ではないシリコンバレーの方が強い時期



シリコンバレーへの追い風と向かい風

2. エコシステム図で見る追い風と向かい風

• VC（景気に左右）
• 人材（向かい風）
• 大学と産業（向かい風）
• 政府と産業（追い風も）
• 政府のサポート（両方）
• 産業構造（両方）
• サポートエコシステム（両方）



AI革命のディープダイブのプレビュー
• シリコンバレー起業家の友人：「シリコンバレーでは生成AIを活用したプ
ログラミングができない、数年前は最前線だった機械学習のエンジニアは
周回遅れ」

• SV人材の強さは日本人に比べた優秀度合い（の人もいるが）よりも、全
方面で使っている様々な開発ツールなどが先端かどうか。これによって「
できる仕事」が圧倒的に違う

• ツールに対する知識はローカル・コミュニティー＆人脈と密度が高い交流
が必要

• 最近までは、資金調達してこんなに大勢トップエンジニアを雇っている、
という自慢から「こんなに少ない人たちでこんなにできている」というこ
とにシフト



AI革命のディープダイブのプレビュー
複数のフレーミング

• 今のAIの方向性は規模の経済、というフレーミング
• だから半導体が必要で、膨大なエネルギーが必要で、劇的な投資が必要
• これは規模の経済がないと勝てない、というフレーミング

• しかし、このまま規模の経済を追うことでAGIになるのか？Diminishing returns

• 今のAIは過大評価と過小評価が同時に行われている

• だたの「意味を理解しないでもっともらしいことを確率論として出す」行き止まり
のツール

• vs

• 本質的な人類の転換点で、膨大な失業、産業界の変貌を招く、文明の発達



AI革命のディープダイブのプレビュー
複数のフレーミング

• AIの危険性
• 大量破壊兵器、化学兵器を簡単に作れる
• なんでもハッキングしやすくなる
• 人間の思考能力が低下する
• 人間の仕事が奪われる
• 極端な危惧の延長線「自我に目覚めて人類滅亡？」
• 国家間の競争で中国に負けるアメリカ

• オポチュニティー
• 改革を起こす側であれば膨大な利益
• 他がスローダウンするなら加速したほうが勝ち
• 人間がやるべきではない仕事をどんどん良い仕事に変える、などなど



AI革命のディープダイブのプレビュー
• 政権の意向に沿わないとデータやアルゴリズムを変えなくてはいけないというプ

レッシャーにさらされるか？
• こちらは間違いとされるが、政権への忖度が必要になるか？
• 規制無きAI開発は突き進んでいく



Waymo体験：AI自動運転は5年、10年先の話なのか？

• そこで感覚の共有、価値観の変化
• サンフランシスコで昨年の夏から完全に一般運用されている自動運転
• どんなものなのか、経験を動画にまとめました。そのショート版がこちら
です



テスラのオートパイロット生活

• FSD（Full Service Driving)オートパイロットが夏頃から急激にレベルアップ
• 運転が人間の良いドライバーに近いスムーズなものに
• バックエンドがコードから機械学習に変更
• 某日本企業の社長も乗せて1時間ほど走ったが、ハンドルに手を触れたのが
数回程度

• 色々な人の体験談は唯一上手くいなかったところや、自分の好みとが違う
シチュエーションだけをピックアップして語るが、実際には98%以上の場
面では任せられる

• フレーミング：すでに技術的な問題ではなく、好みの問題
• フレーミング：「運転」から「管理」へ
• 様々なユーザのリフレーミング（価値観の変化）



自動運転は加速

• 喧嘩別れでどっちに転ぶか
• しかし、アメリカの
産業政策としてはこれを
国際展開する国策もアリ

• これまでのフレーミングが
大事

日本企業に役立つ



政府調達：軍、DX

• 軍需は増大、$200 billion (18%増）
• 政府内の大幅なDXが進めば大きな効率化と民間へのチ
ャンス
• （プラットフォームとしてのPalantirが飛躍）
• 政府に大規模なAI導入は目前（通常はリスクが高す
ぎ、組織の壁も厚くて大胆な導入は不可能）



政府のデジタル化と「社会課題解決」

• アメリカの社会課題は日本の社会課題とかなり類似する時代に突入する可
能性が高い（共和党政権では社会課題とは言わない。左の分配主義と見做
されるので。でも経済的なリアルというフレーミングなら同じ）
• 労働人口が足りない （特に不法移民が農業、様々な重労働系サービス業

を直撃）
• 自動化が急務
• 高齢化が進み、家で高齢を迎えたい人のニーズが増加（施設は圧倒的
に高い）

• アメリカも過疎化する地域と、そもそも人口密度が低い地域も高齢化
していく

• 社会福祉や補助金は当てにできないので、民間のソリューション主導。
ユーザー、労働者のコストも高まるので市場メカニズムが効きやすくなる
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フレーミング：「規制緩和」のリアル

• 大事なフレーミング：この市場は規制緩和の方がうまくいきますか？それ
とも規制強化・ルール構築によって上手くいく市場ですか？

• 一般的なフレーミング：規制緩和 → 競争促進

• でも実は

 競争の自由化＝ 規制緩和 + 規制強化

• 邪魔な規制は緩和。でもマーケットメイクのためには規制強化、あるいは
新しい規制。

• 注目の市場はどちらですか？

日本企業に役立つ



規制緩和と身軽な政府の理想像とは

• 不法移民の締め付けで労働者不足
• 農業、飲食、清掃、ヘルパーやベビーシッター、老人介護やある程度
の工場労働

• 自動化、アップスキリング：不法移民がコストを安くしているなら、不法
移民依存ではなく、技術開発で人件費を抑えて生産性を上げるべき。ここ
に日本も入り込む余地。

• これらは緊急事態並に人を導入すれば生産性は上がる

• アメリカで実装する技術が世界展開
• 巨大マーケットがあるからシリコンバレーなどに大きなチャンスがあり、
人材と投資が集まる

• H1Bビザなどはマスク（その後にトランプ）も推奨。MAGAと一線。
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生産性向上の好循環と政府系ファンドの可能性

• 生産性の向上に成功すれば、株式市場も上がる
• 株価上昇で機関投資家のマネーがVCにも大量に流れ込む
• VC投資額が増えるとスタートアップがさらにどんどん育ち、好循環スパ
イラルがさらに進む

• 政府系ファンドはこれを加速させる可能性

• Andreesonなど、政権に近いファンドに
国営ファンドから資金が流れ込む可能性

• Thielも恩恵を受けるはず
• （発足の大統領令のサイン時にはなぜか

Larry Ellison(Oracle)とRupert Murdoch

(Fox)も同席）
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AI開発の加速

• AI開発は加速

• バイデン政権はAI Safetyについても議論を進めていたが、これは撤廃

• どんどん開発を加速でき、資金も潤沢に使える
• データセンターは作りやすく、当面の電力も確保しやすく
• データセンターも環境規制などが緩和され、社会的なプレッシャーからも
解放されるので作りやすい
• Metaは新しいデータセンターをLouisianaに10ビリオンドルかけて作
り、LNGで発電

• LNGで発電すると政権に誉めらえる可能性もあり、急速に立ち上げやすい
（テック大手はトランプ政権の先も見据えてリニューアブルへの投資も進
めるかもしれないが、静かに進めると予想）
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AI開発の加速

日本企業に役立つフレーミング

• AI Safetyとは
• 例えば爆弾を仕掛けた元軍人はAIを活用
• もし化学兵器や大量破壊兵器の作り方を
学べたら？

• 14歳少年の自殺はAIチャット・キャラに
促された、と母親が訴訟



ご清聴ありがとうございました！
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